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人口減少期の地域政策・観光地経営・水文化 

本研究室では人口減少期の観光まちづくり等、地方創生に関する支援を行うため、以下の研究を行っている。 
(1)地域活性化、地域の開発政策史、観光地域経営研究 
(2)都市・地域の文化景観形成・保全・活用に関するガバナンス研究 
(3)水文化の比較研究 
(4)共有資源管理論（コモンズ論）の研究 
人口減少期にあっては従来都市のコンパクト化、拠点サービスの変化とネットワーク化、モビリティニーズ

の増大が同時に進むことにより、公共サービスの再編成が要請される。それを踏まえ、広域地域システムの

中で地域資源の価値形成を行ったり、共有資源化し新たなガバナンス下で新たな魅力を生み出さねばならな

い。 
本研究室ではこうした問題意識に立脚し、地域活性化全般の様々な事例調査・政策支援を行っている。 
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1.地方創生全般における地方自治体や企業への支援。 
2.観光地域における文化資源の共有資源管理、文化景観の活用に関する支援。 
3.水文化づくりに関する支援。 
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